木　材　の　使　用　分　類　基　準

下記の寸法等は使用木材区分を判断する目アスで、使用数量、納入時期・期間などを確認し、可能な限り鹿沼産材を使用すること。
１．見え掛かり構造部材
無垢材（鹿沼産材）

　　断面寸法　　　１５０×１５０　以下で　　　　　　長さ　４ｍ　以下

　　　　　　　　　１２０×３００　以下で　　　　　　　　　５ｍ　以下
集成材（鹿沼産材）
　断面寸法　　　１５０×１５０　を超える材で　　　長さ　４ｍ　を超える材

　　　　　　　　　１２０×３００　を超える材で　　　　　　５ｍ　を超える材

２．見え隠れ構造部材

無垢材（鹿沼産材）

　断面寸法　　　１５０×１５０　以下で　　　　　　長さ　４ｍ　以下

　　　　　　　　　１２０×２４０　以下で　　　　　　　　　４ｍ　以下

無垢材（鹿沼産以外の材、外材含む）

　断面寸法　　　１５０×１５０　を超える材で　　　長さ　４ｍ　を超える材

　　　　　　　　１２０×２４０　を超える材で　　　　　　４ｍ　を超える材

集成材（鹿沼産材）

　断面寸法　　　２００×２００　を超える材で　　　長さ　４ｍ　を超える材

　　　　　　　　　１５０×４００　を超える材で　　　　　　５ｍ　を超える材

３．見え掛かり造作材

無垢材（鹿沼産材）

　　断面寸法　　　５０×３００　以下で　　　　　　長さ　４ｍ　以下

　　　　　　　　

集成材（鹿沼産材）

　断面寸法　　　３０×３００　を超える材で　　　長さ　４ｍ　を超える材

　　膨張、収縮、反り等により納まり、使い勝手、強度に支障の恐れのある部位
　　（床板、幅木、建具、棚・カウンター天板、甲板、見切り・枠材、羽目板等）

集成材・加工木材（鹿沼産以外の材、外材含む）

　　断面寸法　　　３０×３００　を超える材で　　　長さ　４ｍ　を超える材

　　硬度、耐腐食性、強度を必要とする部位に使用する材
　　（特殊用途床板、棚・カウンター天板、甲板等）

